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等
を
通
し
て
計
画
の
齟
齬
が
生
じ
な

い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
送
出
機
関
と
の
不
適
切
な
関
係(

契
約)

　

 　

技
能
実
習
生
の
受
入
れ
に
際
し
、

監
理
団
体
が
送
出
機
関
に
対
し
て

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
等
を
要
求
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
等

の
費
用
は
実
習
生
が
負
担
し
て
い
る

場
合
が
多
く
、
監
理
団
体
の
許
可
取

消
の
対
象
と
な
る
。

　

こ
の
他
、最
低
賃
金
改
定
へ
の
対
応
、

同
機
構
の
本
部
事
務
所
の
移
転
、
外
国

人
技
能
実
習
制
度
へ
の
正
し
い
理
解
を

促
す
た
め
の
機
構
Ｈ
Ｐ
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
化
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
講
習

会
を
終
了
し
た
。

　

８
月
26
日
、
前
橋
市
・
ホ
テ
ル
１

－

２

－

３
前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
に
お
い
て
、

外
国
人
技
能
実
習
制
度
適
正
化
事
業
に

お
け
る
講
習
会
「
外
国
人
技
能
実
習
制

度
の
最
新
動
向
と
監
理
団
体
及
び
実
習

実
施
者
の
適
正
な
運
営
に
つ
い
て
」
を

実
施
し
た
。

　

講
師
は
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
監

理
団
体
部
長
の
鈴
木
伸
宏
氏
。

　

始
め
に
鈴
木
氏
は
、
技
能
実
習
生
の

人
数
、
送
出
国
な
ど
、
技
能
実
習
制
度

の
現
況
に
つ
い
て
解
説
。
続
い
て
監
理

団
体
に
は
年
１
回
、
実
習
実
施
者
に
は

３
年
に
１
回
、
同
機
構
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
実
地
調
査
の
状
況
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
説
明
し
た
。

　

２
０
１
７
年
11
月
〜
２
０
１
９
年
３

月
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
約
１
万
件

の
調
査
を
実
施
し
、監
理
団
体
（
約
２
，

２
０
０
件)

の
う
ち
約
57
％
、
実
習
実

施
者
（
約
７
，
８
０
０
件)

の
う
ち
約

35
％
の
割
合
で
そ
れ
ぞ
れ
違
反
が
確
認

さ
れ
た
。
違
反
の
内
容
と
し
て
は
、
監

理
団
体
・
実
習
実
施
者
と
も
に
「
帳
簿

書
類
の
作
成
・
備
付
け
の
不
備
」
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
不
正
行
為
と
な
る
最
近
の
主

な
問
題
事
例
と
し
て
次
の
点
に
つ
い
て

解
説
を
行
っ
た
。

①
名
義
貸
し

　

 　

機
構
へ
の
申
請
内
容
と
異
な
る
企

業
に
技
能
実
習
を
実
施
さ
せ
て
い
る

場
合
や
他
の
企
業
に
お
い
て
技
能
実

習
を
実
施
し
て
い
る
場
合
の
こ
と
。

名
義
を
貸
し
た
企
業
及
び
名
義
を
借

り
た
企
業
の
双
方
が
こ
の
不
正
行
為

の
対
象
と
な
る
。

②
技
能
実
習
計
画
と
の
齟
齬

　

 　

認
定
を
受
け
た
計
画
の
内
容
と
異

な
る
業
務
や
時
間
数
、
実
習
場
所
で

技
能
実
習
が
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
、
実
習
時

間
に
つ
い
て
は
、「
必
須
業
務
」
を
実

習
時
間
全
体
の
２
分
の
１
以
上
と
し

た
上
で
、「
関
連
業
務
」
は
全
体
の
２

分
の
１
以
下
、「
周
辺
業
務
」
は
全
体

の
３
分
の
１
以
下
が
基
準
と
な
っ
て

い
る
点
に
注
意
す
る
。
監
理
団
体
は

計
画
の
作
成
指
導
や
そ
の
後
の
監
査

「外国人技能実習制度の最新動向と
監理団体及び実習実施者の適正な運営について」

制度の最新情報に耳を傾ける参加者

講師の鈴木氏

外国人技能実習制度適正化事業　　講習会
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続
い
て
中
村
氏
よ
り
、「
Ｂ
to
Ｂ
企
業

の
魅
力
」、「
何
故
働
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
か
？
」、「
自
己
分
析
を
行
い
、
自
分

を
十
分
理
解
し
た
上
で
の
業
界
・
企
業

研
究
」、「
企
業
が
採
用
し
た
い
人
材
像
」、

「
会
社
説
明
会
や
選
考
試
験
で
の
注
意

点
」、「
事
前
準
備
の
重
要
性
」
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
企
業
が
求

め
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
、
良
い
機
会
と
な
っ
た
」、「
企
業
研

究
や
業
界
を
知
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改

め
て
思
っ
た
」、「
就
職
活
動
に
向
け
て
の

心
構
え
が
で
き
た
」、「
採
用
担
当
の
方
が
、

面
接
の
際
に
ど
の
よ
う
な
目
線
で
学
生

を
見
て
い
る
か
わ
か
っ
た
」、「
就
職
活
動

に
必
要
な
事
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

熱心に話を聞く学生

　

９
月
２
日
、
高
崎
市
・
高
崎
商
科
大

学
／
高
崎
商
科
大
学
短
期
大
学
部
に
お

い
て
、
中
小
企
業
等
の
新
卒
者
等
人
材

確
保
・
定
着
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
出
前
講
座

「
企
業
の
採
用
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
、株
式
会
社
ヨ
コ
オ
デ
イ
リ
ー

フ
ー
ズ
人
事
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
人
事

チ
ー
ム
副
部
長
・
佐
藤
直
昭
氏
、
株
式

会
社
サ
ン
ワ
総
務
部
人
事
課
長
・
中
村

泰
司
氏
の
お
二
人
。

　

本
事
業
で
は
、
県
内
の
多
く
の
企
業

に
お
い
て
「
人
手
不
足
」
が
大
き
な

経
営
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
新
卒
者
等

若
年
者
人
材
の
採
用
が
非
常
に
厳
し
く

な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
県
内
企

業
の
採
用
力
強
化
の
た
め
に
「
合
同
企

業
説
明
会
」
や
「
人
事
担
当
者
向
け
研

修
会
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
こ
の
出
前
講
座
は
、
人
事

担
当
者
な
ど
が
大
学
等
へ
出
向
き
、
県

内
の
中
小
企
業
等
で
働
く
こ
と
の
魅
力
、

県
内
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
、
採
用
に

際
し
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
等
を
説
明
し
、

学
生
に
対
し
、
県
内
企
業
で
働
く
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
同
大
学
の
来
年
春
よ
り

本
格
的
な
就
職
活
動
を
控
え
て
い
る

「企業の採用活動について学ぶセミナー」

３
年
生
と
短
期
大
学
部
の
１
年
生

（
２
０
２
１
年
３
月
卒
業
予
定
者
）
を
対

象
に
行
っ
た
。

　

始
め
に
佐
藤
氏
よ
り
、「
企
業
の
経
営

理
念
へ
の
共
感
・
理
解
」、「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

訪
問
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用
し

た
業
界
・
企
業
研
究
」、「
一
貫
性
が
あ
り
、

経
験
と
つ
な
が
っ
て
い
る
、
定
量
的
な

志
望
動
機
の
大
切
さ
」
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。

講師の中村氏 講師の佐藤氏

中小企業等の新卒者等人材確保・定着支援事業
企業の採用担当者による出前講座
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参
加
し
た
若
手
社
員
か
ら
は
、「
改
め

て
社
会
人
と
し
て
基
本
的
な
こ
と
が
勉

強
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
普
段
は
同
年

代
の
人
と
あ
ま
り
話
を
す
る
機
会
が
な

く
、
研
修
で
入
社
年
数
の
近
い
人
達
と

会
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
社
内
で

の
仕
事
の
進
め
方
な
ど
大
変
勉
強
に

な
っ
た
」、「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
仕
事

に
生
か
し
て
い
き
た
い
」、「
社
会
人
が

ん
ば
り
ま
す
！
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
両
日
と
も
に
雨
宮
氏
よ
り

研
修
の
講
評
が
行
わ
れ
、
続
い
て
本
会

小
林
専
務
理
事
よ
り
、
各
班
の
代
表
者

に
今
回
の
研
修
会
の
修
了
証
書
を
授
与

し
、
研
修
を
閉
講
し
た
。

　

９
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
前
橋

市
・
前
橋
商
工
会
議
所
会
館
に
お
い

て
、「
若
手
社
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修
」

を
開
催
し
た
。
講
師
は
、
経
営
教
育
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
雨
宮
利
春
氏
。

　

本
研
修
会
は
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
が

期
待
さ
れ
る
若
手
社
員
を
対
象
に
、
自

ら
の
能
力
を
高
め
、「
自
律
型
人
材
」
へ

と
成
長
す
る
た
め
に
、
社
会
人
と
し
て

の
自
覚
の
喚
起
と
第
一
線
で
活
躍
で
き

る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
11
年
よ
り
開
催
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
多
く
の
参
加
申
込
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研

修
を
２
日
開
催
し
て
お
り
、
今
年
も
両

日
と
も
に
定
員
と
な
る
36
名
（
２
日
で

計
72
名
）
が
研
修
を
受
講
し
た
。

　

研
修
で
は
、
参
加
者
が
６
つ
の
班
に

分
か
れ
、「
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
」、「
効
率
的
な
仕
事
の
進
め
方
」、

「
報
・
連
・
相
」、「
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」、「
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ

ナ
ー
」、「
活
性
化
さ
れ
た
職
場
、
良
好

な
人
間
関
係
の
構
築
」、「
正
し
く
主
張

す
る
た
め
の
技
法
」
な
ど
に
つ
い
て
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
実
習
が
行
わ
れ
た
。

「若手社員リフレッシュ研修」

各班の代表者に修了証書を授与

講師の雨宮氏

人材育成事業

初心にかえって挨拶の仕方を再確認 班ごとにグループワーク


